















植生調査枠上の林冠高は、 1991年と 2001年に記録した。林冠高 15m以上の調査区を閉鎖
林冠下、 10-15mを準閉鎖林冠下、 10m以下を gap下とした。人工林 ・二次林では、基本的
に 10mxl00mの調査区を設置し、内部を 5mx5mに分割した。5mx5mのそれぞれの枠に




総出現種は 353種で、老齢林には 208種(学術参考林には 184種)、人工林には 248種、
二次林には 208種が出現した。全出現種について、調査コドラート数を期待値としたカイ
二乗検定によって分類したところ、老齢林に偏って出現する種は 57種、人工林には 24種、
二次林には 23種であった。1991年から 2001年の間に、林冠の閉鎖または gap形成によっ
て出現頻度が増加した種 ・減少した種、新たに出現した種 ・消失した種のほとんどは、老
齢林に偏って出現する種で、あった。
除歪対応分析(DCA)で、各調査地の種組成を序列化したところ、第 l軸上で、老齢林、
二次林、人工林の順に明瞭に分離された。人工林・二次林の第 l軸のプロ ットスコアと林
齢に有意な相関関係は見られなかった。また、老齢林偏って出現する種の頻度 ・種数と、
人工林 ・二次林の林齢にも有意な相関関係は見られなかった。
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